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   意思決定支援のさらなる推進に向けて 

 生活支援部長 菴谷明日子 
 

当園が、「さがみ緑風園での生活を支える支援から利用者の人生を支える支援への

転換」を図る取組みを開始して５年が経ちました。この間、神奈川県でも県立障害者支援

施設の在り方が様々に検討され、地域生活移行を前提とした「通過型施設」への転換が

示されました。こうした県の方針に合わせ、当園でも、入所調整の仕組みをご利用いただ

く方の意思がより尊重されるよう改めたり、当園を退所し地域移行する方等の不安が軽

減されるよう、アフターフォローや再入所の仕組みについて体制整備を行いました。 

前号でもご紹介しましたが、「障害者一人一人の自己決定が尊重されること」、「障害

者本人が希望する場所で、希望するように暮らすことができること」等を基本理念とした、

「神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例」が４月１日に施行され、障害福祉事業者に

は意思決定支援のさらなる推進が求められています。 
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長らく緑風園にて一緒に過ごされた皆様、お疲れさまでした。 

利用者さん、職員とも皆様との思い出を大切に新しい年度を迎えたいと思っています。 

ありがとうございました！ 

・会計年度任用職員    池田文雄 

・会計年度任用職員   土田竜美 

・会計年度任用職員   市川貴大 

・会計年度任用職員   松田直子 

・会計年度任用職員   黒崎美和子 

・会計年度任用職員   渡辺広登美 

＜転出職員＞ 

・緑２ホーム    小泉直也 

・風２ホーム        岩澤裕文 

・風７ホーム        染谷弘子 

・風８ホーム    高橋麻優子 

 

当園においても、意思決定支援の取り組みをさらに深めるため、今年度は特に、体験等を

通じた「意思形成」のためのわかりやすい情報提供と、意思伝達装置等福祉機器の活用

を含めた「意思表出」のためのコミュニケーション支援について重点的に取り組んでまいり

ます。 

今年度の緑風だよりは、「利用者の望む暮らしの実現」を通年のテーマとし、こうした意

思決定支援や地域生活移行等の取り組みについてご紹介する予定です。 

 



転入・新採職員の自己紹介 

縁あって再任用職員として着任

しました。日ごろ利用者皆さまと

直接かかわる仕事ではありませ

んが、安心して過ごせるよう「縁

（園）の下の力持ち」に努めてま

令和５年４月１日より、当園名称は 

「神奈川県県立さがみ緑風園」から「さがみ緑風園」となりました。 

今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

施設名変更のお知らせ 
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８ホームに配属となりました早川

理世と申します。 

緑風園での勤務は初めてです

が、利用者の皆様のお役に立て

るよう、精一杯頑張ります。よろし

くお願いいたします。 

この度、７ホームに配属となりま

した、渡邊すももと申します。利

用者さんの目線に立った支援が

できるよう頑張ります。よろしくお

願いいたします。 
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埼玉県出身で、初めは埼玉から

通勤しています。カレーとラーメン

が好きです。わからないことだら

けですが、誠実に精一杯頑張りま

すのでよろしくお願いします。 
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着任式で職員・利用者の方々に

温かく迎えていただき喜びを感じ

ました。趣味は多く最近はカメラ

とラーメン屋巡りがブームです。

誰にでも頼られる職員を目指し

て頑張ります。 

 

生活第二課長  氏家 拓勇 
 

 ４月、多くの地域で、知事や市区町村長、 

議会議員を選ぶ統一地方選挙が行われました。 

選挙は、障害の有無にかかわらず、全ての国民が政治に参加する重要な機会です。しかし、体や 

心に障害のある人にとって、投票所に行き一票を投じることは、必ずしも簡単ではありません。 

こうした現状を改善するため、総務省は、投票しやすい環境整備（バリアフリー化）をすすめ、入院や施設等に

入っていて投票所に行くことが困難な方のため、郵便等による不在者投票を行っています。緑風園では、以前より、 

             郵便等による不在者投票制度を活用し、政治に参加する権利を保障しています。  

今回の統一地方選挙についても、利用者一人ひとりに投票意思を確認し、県や市区町の

選挙管理委員会に申し出て、園の玄関ホールに設置した投票場所で投票を行いました。 

麻痺や手の震えなどで、自ら投票用紙に記載することができない方は、職員が代筆や投票

の補助を行い、投票場所での投票が困難な方は居室で投票し、参政権を行使しました。い

ずれも、投票の秘密保持や投票への干渉等、不正が無いよう、厳格なルールに則って貴重

な１票を投じていただきました。 
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はじめまして。８ホームに配属に

なりました、末光晴と申します。 

新規採用職員で、至らないところ

も多々あると思いますが、利用

者の皆さんの生活をより良いも

のにできるよう、精一杯頑張りま

す。よろしくお願い致します。 

  社会参加への取り組み（選挙） 


